
















　

福
祉
保
健
委
員
会
の
所

管
事
項
は
市
民
生
活
に
直

結
し
て
お
り
、
市
民
意
見

交
換
会
で
お
聴
き
し
た
声

に
も
、
生
活
実
感
が
伴
い

急
ぐ
べ
き
課
題
と
感
じ
ら

れ
る
意
見
が
多
く
あ
り
ま

し
た
。

　

政
策
討
論
会
の
討
論
テ

ー
マ
に
も
挙
げ
ら
れ
た

「
火
葬
場
の
建
設
」「
地
域

医
療
の
確
保
」
の
ほ
か
、

高
齢
化
に
伴
う
諸
課
題
、

高
山
厚
生
病
院
の
存
続
、

国
民
健
康
保
険
料
と
基

金
、
健
康
増
進
施
設
の
温

水
プ
ー
ル
、
荘
川
診
療
所

の
機
能
、
と
７
項
目
に
つ

い
て
調
査
研
究
を
進
め
ま

し
た
。

　

築
57
年
と
老
朽
化
が

進
む
高
山
火
葬
場
や
荘
川

火
葬
場
に
つ
い
て
は
現
地

調
査
し
ま
し
た
。
地
域
医

療
に
つ
い
て
は
、
高
山
赤

十
字
病
院
、
久
美
愛
厚
生

病
院
で
、
院
長
・
看
護
部

長
・
事
務
長
の
皆
さ
ん
と

意
見
交
換
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
深
刻
な
高
齢
化

問
題
に
つ
い
て
は
、
24

時
間
3
6
5
日
の
見
守
り

が
で
き
る「
暮
ら
し
の
場
」

と
し
て
の
高
齢
者
向
け
優

良
賃
貸
住
宅
「
竜
ケ
池
ハ

ウ
ス
」（
大
阪
府
吹
田
市
）

を
視
察
し
「
施
設
中
心
か

ら
在
宅
中
心
の
介
護
へ
」

の
示
唆
に
富
む
取
り
組
み

を
学
ん
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
福
祉
保
健
委

員
会
と
し
て
市
民
の
皆
様

か
ら
お
聴
き
し
た
課
題
に

つ
い
て
は
、
精
力
的
に
調

査
研
究
を
重
ね
、
政
策
提

言
に
つ
な
げ
て
い
き
ま

す
。（
3
ペ
ー
ジ
参
照
）
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総
務
企
画
委
員
会
に
関

す
る
ご
意
見
は
、
概
ね
次

の
9
点
で
し
た
。

▽
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
関
係

の
整
備
（
地
デ
ジ
対
応
や

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
化
、

F
M
な
ど
受
信
で
き
な
い

地
域
が
あ
る
た
め
）

▽
地
域
審
議
会
以
後
の
地

域
自
治
組
織
（
合
併
10

年
後
に
地
域
審
議
会
が
な

く
な
る
た
め
、
そ
の
後
の

対
応
と
し
て
、
地
域
の
声

を
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
せ

る
か
、
ポ
ス
ト
審
議
会
の

あ
り
方
）

▽
公
共
交
通
体
制
の
充
実

（
公
共
交
通
連
携
計
画
が

提
示
さ
れ
て
い
る
が
、
よ

り
市
民
の
利
便
向
上
に
つ

な
が
る
計
画
に
）

▽
行
政
と
地
元
消
防
団
の

連
携
強
化
、
及
び
自
主
防

災
組
織
の
補
完
（
自
主
防

災
の
あ
り
方
と
合
わ
せ

て
、
地
元
消
防
団
と
の
関

わ
り
）

▽
町
内
会
加
入
率
と
地
域

力
向
上
対
策
（
町
内
会
加

入
率
の
向
上
対
策
と
町
内

会
長
の
負
担
）

▽
地
区
社
教
の
問
題
と
地

域
を
支
え
る
仕
組
み
（
高

山
地
域
と
支
所
地
域
の
社

教
主
事
の
位
置
づ
け
の
関

係
）

▽
市
民
税
、固
定
資
産
税
、

入
湯
税
の
税
負
担
と
今
後

の
財
政
運
営
（
税
に
対
す

る
受
益
と
負
担
の
関
係
）

▽
職
員
数
と
職
員
給
与
の

関
係
（
行
革
に
関
わ
る
職

員
数
と
給
与
の
あ
り
方
）

▽
各
事
業
仕
分
け
（
無
駄

な
事
業
な
ど
な
い
か
精
査

す
べ
き
）

　

こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
現

在
も
引
き
続
き
調
査
研
究

し
て
い
ま
す
。

究
し
て
い
ま
す
。
横
浜
市

で
は
行
政
評
価
シ
ス
テ

ム
、
長
野
県
東
御
市
で
は

新
交
通
シ
ス
テ
ム
を
調

査
。
東
御
市
は
、
昼
間
の

時
間
帯
に
戸
口
か
ら
戸
口

へ
と
送
迎
す
る
運
行
方
式

の
デ
マ
ン
ド
シ
ス
テ
ム
を

採
用
し
て
い
る
。

　

子
ど
も
の
発
達
障
が
い

支
援
策
に
つ
い
て
、
三
重

県
亀
山
市
子
ど
も
支
援
室

を
視
察
し
ま
し
た
。

　

発
達
障
が
い
な
ど
、
子

育
て
に
つ
い
て
悩
む
保
護

者
の
相
談
窓
口
と
し
て
、

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
す

る
取
り
組
み
で
す
。

　

医
療
・
保
健
・
福
祉
・

教
育
な
ど
分
野
の
違
う
専

門
ス
タ
ッ
フ
が
常
に
連
携

し
、
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
軽

く
学
校
や
保
育
園
を
訪
問

す
る
中
で
的
確
な
助
言
を

行
い
、
子
も
親
も
職
員
も

フ
ォ
ロ
ー
す
る
仕
組
み
が

確
立
し
て
い
ま
し
た
。

　

乳
幼
児
か
ら
成
人
ま

で
、
支
援
内
容
や
担
当
が

変
わ
っ
て
も
、
窓
口
を
た

ら
い
回
し
に
さ
れ
た
り
情

報
が
途
切
れ
た
り
し
な
い

「
切
れ
目
の
な
い
支
援
体

制
」
が
大
き
な
成
果
を
挙

げ
て
い
ま
す
。
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総
務
企
画
委
員
会
は
、

3
つ
の
項
目
に
つ
い
て
調

査
研
究
し
ま
し
た
。

　

新
潟
県
上
越
市
は
、
高

山
市
と
同
じ
平
成
17
年

に
近
隣
町
村
と
合
併
し
ま

し
た
。
合
併
特
例
と
し
て

法
的
根
拠
を
持
つ
「
地
域

自
治
区
」
を
導
入
し
た
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
調

査
研
究
し
ま
し
た
。
合
併

特
例
が
終
わ
る
5
年
後
に

向
け
て
、
地
域
振
興
の
た

め
の
地
域
審
議
会
な
ど
の

在
り
方
を
さ
ら
に
調
査
研

東御市「新交通システム」

亀山市「子ども支援室」

高山火葬場視察
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市
民
意
見
交
換
会
か
ら

市
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交
換
会
か
ら

閉
会
中
の
調
査
か
ら

閉
会
中
の
調
査
か
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都
市
計
画
の
拡
大
と
都

市
計
画
税
に
つ
い
て

　

基
盤
整
備
委
員
会
は
、

現
在
旧
高
山
地
域
が
指
定

さ
れ
て
い
る
都
市
計
画
の

区
域
を
、
新
た
に
丹
生
川

地
域
（
4
町
内
）、
清
見

地
域
（
2
町
内
）、
国
府

地
域
（
8
町
内
）
へ
広
め

よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を

調
査
し
ま
し
た
。

　

今
ま
で
数
回
地
元
へ
の

説
明
会
が
な
さ
れ
た
も
の

の
、
目
的
税
で
あ
る
都
市

計
画
税
に
つ
い
て
、
増
税

に
な
る
こ
と
へ
の
反
対
意

見
が
多
い
こ
と
、
ま
た
、

目
的
と
な
る
税
の
趣
旨
の

応
益
負
担
の
原
則
に
つ
い

て
、
事
業
や
施
設
に
充
当

す
る
具
体
性
も
示
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
へ
の
不
満
の

声
が
大
き
い
こ
と
を
受
け

て
調
査
し
た
も
の
で
す
。

　

調
査
研
究
し
た
委
員
会

の
意
見
は
「
具
体
的
な
事

業
が
な
い
段
階
で
の
都
市

計
画
税
課
税
は
困
難
」
と

い
う
結
果
に
な
り
ま
し

た
。

　

た
だ
し
、
都
市
計
画
に

よ
る
土
地
利
用
規
制
の
必

要
性
に
つ
い
て
は
、
今
後

と
も
住
民
の
理
解
を
得
る

た
め
引
き
続
き
努
力
さ
れ

る
よ
う
に
、
市
に
対
し
進

言
し
ま
し
た
。

転
活
用
の
制
約
と
し
て
施

設
の
安
全
性
（
防
火
避
難

性
能
、
耐
震
性
能
）、
利

便
性
（
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、

居
住
環
境
の
改
善
）
の
確

保
が
あ
る
▽
地
域
の
主
体

的
な
取
り
組
み
が
必
要
。
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文
教
経
済
委
員
会

基
盤
整
備
委
員
会

「
転
活
用
で
よ
み
が
え
る

公
共
建
築
」
に
つ
い
て

　

高
山
市
は
合
併
後
、
学

校
の
統
廃
合
が
進
み
、
廃

校
は
地
域
に
も
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
ま
す
。
神
戸
市

の
旧
北
野
小
学
校
は
「
北

野
工
房
の
ま
ち
」
と
し
て

転
活
用
さ
れ
地
域
活
性
化

の
源
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
視
察
研
究
し
て
き

ま
し
た
。

〈
ま
と
め
〉▽
転
活
用
立
地

と
用
途
が
重
要
で
あ
る
▽

神戸市への行政視察

鳥獣被害現地視察

都市計画の説明があった国府地域

現地における調査

　

文
教
経
済
委
員
会
に
付

託
さ
れ
た
も
の
は
、
次
の

６
点
で
す
。

▽
景
気
対
策
▽
鳥
獣
被
害

対
策
▽
畜
産
振
興
▽
乗
鞍

ス
カ
イ
ラ
イ
ン
の
開
通
時

期
と
規
制
▽
観
光
対
象
エ

リ
ア
の
拡
大
と
ト
イ
レ
の

問
題
▽
市
全
体
の
今
後
の

産
業
政
策
と
雇
用
―
―
に

つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
調
査
研

究
し
ま
し
た
が
、
最
重
要

課
題
と
し
て
「
景
気
対
策

に
つ
い
て
」
を
報
告
し
ま

す
。

〈
調
査
内
容
〉
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
の
求
人
求
職
者
の
推

移
。学
卒
者
の
就
職
状
況
。

雇
用
保
険
給
付
状
況
。
市

の
景
気
対
策
の
予
算
分

析
。
融
資
、
空
き
店
舗
関

係
の
５
年
経
過
資
料
。
各

経
済
団
体
と
の
意
見
交
換

（
建
設
協
会
、
飛
騨
信
用

組
合
、
高
山
信
用
金
庫
、

安
川
商
店
振
興
組
合
等
）

〈
問
題
点
〉①
景
気
の
若
干

の
上
向
き
要
素
は
あ
る

が
、
今
後
10
年
は
か
な

り
の
事
業
所
が
廃
業
、
倒

産
と
な
る
可
能
性
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
。②
行
政
と

産
業
団
体
の
意
識
に
大
き

な
ず
れ
が
あ
る
。
も
っ
と

オ
ー
プ
ン
に
し
て
語
り
合

う
場
を
制
度
化
す
る
必
要

が
あ
る
。③
利
子
補
給
を

中
心
と
す
る
景
気
対
策
は

限
界
に
来
て
い
る
。
効
果

的
な
景
気
対
策
が
求
め
ら

れ
る
。

　

こ
の
調
査
研
究
の
経
過

と
結
果
を
政
策
討
論
会
に

提
案
し
ま
し
た
。

（
3
ペ
ー
ジ
参
照
）
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畜
産
に
か
か
る
環
境
問

題
に
つ
い
て

　

7
月
9
日
、
丹
生
川
荒

城
地
区
の
養
豚
大
型
施
設

に
よ
る
汚
水
、
悪
臭
公
害

問
題
に
つ
い
て
現
地
調
査

し
ま
し
た
。

　

2
万
3
0
0
0
頭
の
豚

を
飼
育
し
て
い
る
も
の
の

環
境
へ
十
分
配
慮
し
た
施

設
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と

　
　

を
指
摘
し
ま
し
た
。

バ
イ
オ
フ
ィ
ル
タ
ー
な
ど

脱
臭
施
設
の
対
応
、
豚
舎

内
の
清
掃
管
理
徹
底
、国
、

県
、
市
の
行
政
指
導
の
徹

底
を
図
る
べ
き
と
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。




	表紙.pdf
	02-03P.pdf
	04P.pdf
	05P.pdf
	06P.pdf
	07P.pdf
	08P.pdf
	09P.pdf
	10P.pdf
	11P.pdf
	12P.pdf

